
様式第５号 

令和 7 年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 
 

学校番号 78 学 校 名 浜松工業高等学校（全） 記 載 者 野﨑 真司 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 

SSHⅢ期目で実現する

「令和の日本型学校教

育」における、社会を支

える技術者の育成 

課題研究を筆頭

に教科・学科間連

携による授業の

実践 

Ｂ Ｂ 

・電気科３年生と理数工学科２年生

の共同研究を行い「山崎賞」を受賞

した。工業科と普通科との連携につ

いて、今後さらに研究を進めてくだ

さい。 

・SSHの発表でもよく学科間連携はと

れている。工業科と普通科との連携

は今後の課題（各科で１つ）。工業英

語は進めてください 

・電気科３年生と理数工学科２年生

の共同研究を行い「山﨑賞」を受賞

した実績が評価される。今後は「課

研開発」等を通じて普通科と工業科

の連携を一層深めていただくことが

期待される。 

・専門教科のみならず、学科の枠を

超えた取組みに成果を得られていま

す。更に発展できるよう先生方の実

例研究なども大切になると思います 

より探究的な課

題研究の具体的

な実践 

 

Ａ Ａ 

・工業科目において共通科目の内容

を導入する取り組みを進めている。

次年度以降は、学校設定教科「課研

開発」を軸とし、共通科目の授業内

にも工業科目の専門的知見を融合さ

せるなど、教科横断的な学びを深化

させてください。 

・校内発表会（学校祭を含む）など

下級生への刺激材料もあり、充実し

ていた。 

・これまでの「課題研究」に満足す

ることなく「課研開発」を軸とした

カリキュラムマネジメントが計画さ

れていることが特に評価される。 

・外部講師による講話講習は非常に

意味のある取組みです。生徒の主体

性が高まるような研究を期待しま

す。 

創立 110 周年記

念誌を制作する。 
Ａ Ａ 

・生徒保護者や地域社会への広報を

よろしくお願いします。 

・完成を祈ります。 

・節目で記録を残していただくこと

は重要でありこれまでの取り組みが

評価される。 
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・伝統ある浜工の歴史を現役生にも

理解いただき、今後の学校生活に自

信と誇りをもっていただきたい。 

・生徒が記念誌作成にどのように関

わってきたのか明記したほうがい

い。 

「ＳＳＨ事業を

とおして成長で

きた」に「はい」

と回答する生徒

75％以上 

Ｂ Ｂ 

・「成果と課題」にあるように、工業

高校としての取組が SSH とつながっ

ていることの意識の共有をより一層

図ってください。。 

・かかわりある生徒とない生徒の温

度差にすごくあるなとは思いました

(12月の発表会等) 

・生徒発表は充実している。今後も

多くの生徒が最新の Topic など新鮮

なものに触れる機会を与えてくださ

い。何らかの刺激にはなる。 

・入学時点から科学技術に興味のあ

る生徒が多いことを踏まえて，入学

後にどの程度生徒の意識が向上した

のかを評価する聞き方に変更すれ

ば，より実態に合った評価ができる

と思われる。 

・高い成果を得ていると思われます。 

現状はＢ評価ですが意識づけするこ

とで達成可能だと思われます。 

・SSH 事業を受講したことがないが

41％おり、事業で成長できたと回答

が 78％あるので、より多くの生徒が

受講できるようにしていってほし

い。 

ＳＰＩ対策、外部

検定試験の受講

推進 

「教育課程は自

分の進路希望に

かなうものにな

っている」と回答

する生徒 90％以

上 

Ａ Ａ 

・共通テストの出願等、デジタル化

への対応をさらに進めてください。 

・企業や大学が求める人材情報など

大いに発信してください。 

・就職と進学の両面で多様な希望に

応えてくださっていることは大変評

価される。今後電子化が進んでいく

各種試験等への応募にも引き続きご

指導をお願いしたい。 

・希望する進路に即した指導は学力

向上のみならず、地元企業における

浜工の価値向上につながることと考

えます。 

イ 
基礎・基本の定着と知

的好奇心の育成 

「先生の説明は

わかりやすい」

「質問に丁寧に

答えてくれる」と

回 答 す る 生 徒

90％以上 

Ｂ Ｂ 

・引き続き、生徒が今まで分かりに

くかった部分を可視化し、主体的に

取り組んでいく授業展開を今後も継

続してください。 

・ICT利用の可視化は必要です。先生

の研修も必要でしょう。先生方の企

業研修も必要です。座学の見学も一

度してみたいです。 

・先生の対応が一定程度評価される
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のはやむを得ないと思われるが，疑

問を解消することは生徒自身である

べき（先生はその手がかりを与える）

と考えると，この質問の仕方自体を

少し見直してもよいかもしれない。 

・非常に高い成果を得られています。

先生と生徒が互いに信頼し合ってい

ることの反映だと思われます。引き

続き内容の濃い授業が実施されるこ

とを願います。 

・授業以外の自己学習環境をより整

備していってほしい。 

生徒の年間平均

貸出冊数２冊／

人以上 

「本校は読書指

導に熱心に取り

組んでいる」と回

答する生徒 70％

以上 

Ｂ Ｂ 

・新校舎では、図書館の多機能化を

考え、利用者を増やす工夫、 

展示を進めてください。 

・廊下に自由文庫を置くのはどうで

しょう。生徒が自由に貸し借りでき

るもの。本は先生、PTA、OBから寄贈

してもらう。 

・探究的な学習の指導と一体的に，

図書館の使い方，例えばインターネ

ットにはない（あるいはインターネ

ットでは信頼度が低い）情報はどん

なものか，興味関心に合わせて文献

検索をするにはどうしたらよいかと

いったことを指導していただけると

図書館利用の必然性が高まると思わ

れる。 

・IT 化が進む昨今の社会情勢を鑑み

て読書の必要性を理解するととも

に、時間帯の有効活用することで得

られる効果を知る必要があると思わ

れる。 

・図書委員会の活性化を通して、さ

らなる図書利用を拡大していただき

たい。 

図書館に教員の教材研究に応えるも

のがそろっていないので、教員の希

望図書を伺い、揃えていってほしい。 

・図書館利用者が少ない点について、

毎年、Ａになればと思っていました

が、今年もＢ評価で、新校舎になっ

て、生徒たちが行こうと思える図書

館になれば、すぐにでもＡになれる

のではと思います。期待しています。 
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ウ 
生徒会を中心とした生

徒主体の活動拡大 

学校行事におけ

る生徒の満足度

90％以上 

「ボランティア

に関心がある」と

回 答 す る 生 徒

85％以上 

Ｂ Ｂ 

・生徒会中心に学校行事が運営され

ているようで何よりです。生徒・保

護者・教員の調査からは、福祉教育・

ボランティア活動への関心が低いよ

うに感じます。今後は福祉教育・ボ

ランティア活動に取り組めるような

機会提供をお願いします。 

・学校行事は順調だと思います。地

域行事（防災、清掃活動、スポーツ

など）に参加のため、情報収集をし

てみたらどうでしょう。地域との連

携が希薄のような気がします。 

・生徒が興味のある分野でボランテ

ィア活動に参加し成功経験をするこ

とが，後輩のボランティア参加率を

高めることにもつながると思われ

る。Ei を例にすると，小中学生向け

プログラミング教育に関わるなどは

生徒が興味を持ちそうなボランティ

ア活動だと思われる。 

・部活動や各科の活動をとおしてボ

ランティア・社会貢献に携わる機会

を支援する必要がありそうです。 

地元企業・自治体・NPO等を介して参

加する機会を増やす方法も検討して

いただきたい。 

・社会福祉・ボランティア活動への

関心がある生徒に対して、より効果

的な情報提供を行い、また保護者の

評価が低いので、活動の可視化に努

めてほしい。教職員の価値づけがま

だまだ低いので、意識改革の必要性

を感じる。 

エ 

学校ホームページの有

効活用及び効果的な広

報活動の展開 

１日の平均訪問

回数 800以上 
Ａ Ａ 

・各学科および一部の部活動におい

て、頻繁な更新による成果が見られ

ているようです。引き続き広報活動

の推進をお願いします。 

・改訂されたのなら◎。 

・更新が大変と思いますが続けてい

って下さい。 

・保護者の意見を踏まえて軽微な Web

サイトの変更を行ったことが功を奏

したということで，他校にも参考に

なる取り組みだと思われる。 

・時期におる閲覧数の増減は致し方

ないとして、2月から 3月に掛けて閲

覧数が増えるのではないか。部活動

においては各部インスタグラムによ

る広報も増加しているので目的は十

分に達成されていると思われます 
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オ 

多様化する生徒の進路

選択の把握と希望する

進路先への導き 

就職内定率 100

％、国公立大学合

格者 25人以上 

「進路について

の情報提供は十

分である」と回答

する生徒 90％以

上 

Ｂ Ｂ 

・「進路についての情報提供は十 

分である」の解答は高いと思います。

今後は、総合型選抜、推薦入試の多

様化への対応をより一層進めてくだ

さい。 

・良好と思います。新しい就職先の

開拓は是非お願いします。SSHで大学

入学数など要求されることはないの

でしょうか。 

・入試のあり方と大学の学科がとも

に多様化しているため，進路指導の

ご苦労があると思われるが，生徒自

身が賢く大学を調べるための指導も

含めて引き続きご対応をお願いした

い。大学としてできることがあれば

ぜひお知らせ願いたい。 

・実績が伸びる傾向にあり継続的な

成果と感じます。専門学校や就職な

ど選択した生徒も含め、第一志望の

達成率や満足度も大切かと思いま

す。 

・ＳＳＨ事業の成果を、進路選択に

つなげていってほしい。 

また多様化といいながら、国公立の

合格者数に拘るのは整合性に欠け

る。 

カ 

基本的生活習慣の確立

と安全・安心な学校づ

くりの推進 

重大な交通事故

ゼロ 
Ｂ Ｂ 

・ヘルメットの着用を推奨するとと

もに、交通安全教育の指導と充実を

図ってください。重大事故ゼロをお

願いします。 

・昨年度よりは途中経過数ではあり

ますが減った原因は何だったでしょ

う？ 

・自転車の青キップ制度の導入まぢ

かです。日ごろの交通安全意識は大

事です。周知徹底を図り、事故の内

容にお願いします。 

・ヘルメット着用の推奨を予定する

だけでなく，校長先生が自ら動画を

作成されたことは説得的だと思われ

る。思春期の生徒にとってヘルメッ

トの心理的抵抗は一定程度あると思

われるため，今後も引き続き工夫し

て指導していただくことが期待され

る。 

・個人個人の意識の向上を図り、ヘ

ルメット着用の必要性を認識させる

とともに交通ルールの遵守を徹底す

る教育が必要である。 

・重大な交通事故に限定するのでは

なく、交通事故を未然に防ぐ視点か

らの成果目標に見直す方がいいので

はないかと思う。 
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重大な交通事故ゼロについて、命に

かかわるような事故は起きていない

とのことですが、 

・交通事故が２４件あったとのこと。

浜工は、自転車通学の生徒が多いの

で、学校側も十分配慮して生徒への

指導をしていただいていますが、事

故は起きてしまいます。 

防災訓練の年３

回実施 
Ｂ Ｂ 

・避難経路や動線の変更が伴うこと

が変わることが考えられます。新校

舎移転に伴う学校敷地内の状況に対

応した防災対策をお願いします。 

・防災では高校生は大事な戦力。学

校の外でもしっかり対処できるよう

（自助、共助）防災知識・技術の取

得に取り組んでください。 

・新校舎の運用が計画されているな

かで避難経路の周知徹底が容易では

ないと思われるが，敷地の広い学校

であり他校からも注目されると思わ

れるので，他校のモデルになるよう

なご指導を期待したい。 

・防災訓練に実施回数が目標に満た

さない様子は重大な課題です。新校

舎建設に伴う避難経路の移り変わり

に対応した経路図の作成は徹底して

いただきたい。 

・特に災害が起きた時の連絡や帰宅

対応について、保護者の不安払しょ

くに努めてほしい。 

「あいさつがき

ちんとできる」と

回 答 す る 生 徒

90％以上 

Ａ Ａ 

・今後も学校教育活動全体で継続的

な指導と声掛けを実施してくださ

い。 

・同窓会や部活の OBOG会で毎週のよ

うに学校を利用していますがどの子

も挨拶してくれる印象です。 

・よくできてると思います。 

・進学・就職問わず基本的なあいさ

つができるよう指導いただいている

ことは高く評価される。 

・浜工生のあいさつは本当にすばら

しい。学校内を歩いていてもどこか

らともなく挨拶の声が飛んでくる。

この伝統は引き継いでほしいと切に

思います。 

保健だよりの発

行年間 10 回以

上，職員による安

全点検年６回実

施 

Ａ Ａ 

・感染症、熱中症など注意喚起を含

め、積極的な手洗い・消毒の声掛け

を実施させてください。 

・自分の健康管理は大人としての必

須事項、その意識付けとともに行動

ができるように。保険だよりに、日々

気を付けることなど提示してくださ

い。 
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・日頃からの感染症予防の指導がお

こなわれていることは高く評価され

る。 

・目標を達成できていると思います。

改めて積極的な声掛けを励行してく

ださい。 

教育相談室員に

よる面談年間 20

回以上 

Ａ Ａ 

・外部機関とのより円滑な連携およ

び情報共有を推進してください。 

・気軽に相談できる体制をお願いし

ます。 

・相談室と SCで多数の面談を実施し

てくださったことは多様化する生徒

への対応として高く評価される。 

・スクールカウンセラーの活用件数

や状況を周知すると相談しやすいと

思います。 

授業中や放課後

の活動において

重大事故ゼロ 

ヒヤリハット集

の共有 

Ａ Ａ 

・今後も危機管理マニュアルを点検

し、生徒・教職員の安全意識の向上

を図り、ヒヤリハット事例の共有を

徹底してください。 

・実習での気の緩みでも大きなケガ

につながると思いますが、社会にで

てからは命に関わることもあるので

指導していただきたい。 

・安全意識は企業でも大きな要素。

始業前の声掛けや迅速な行動、整理

整頓など毎回行ってください。 

・KY による安全指導が実施されてい

ることが評価される。 

・工業科における KY活動は非常に有

意義である。リスクアセスメントも

実施するとさらに効果的になりま

す。 

ヒヤリハット事例は報告書で共有す

るよいと思います。 

キ 

教育活動が円滑に展開

できる教育環境・職場

環境の整備 

学校開校日のネ

ットワーク稼働

率 100％ 

Ａ Ａ 

・設備の老朽化や無線通信が不安定

な場面については、改善をお願いし

ます。 

・不良個所は速やかに改善してくだ

さい。 

・ICTが学びのインフラとして位置づ

けられるようになったため、ICTが稼

働するインフラとしてのネットワー

クも引き続き安定運用となるよう期

待される 

・機器の維持管理に苦労されている

様子が伺えます。通信が不安定にな

るとこを生徒が理解することが必要

だと感じます。 
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学校の施設（機

械・備品等）につ

いて「満足でき

る」と回答する生

徒 80％以上と 

新たな施設建設

工事における事

故ゼロ 

Ａ Ａ 

・新舎新築工事においては引き続き

安全管理を徹底してくださ 

い。 

・新校舎の完成楽しみですね。 

・学校の備品には OBの協力も必要。

日ごろから企業との親密な関係作り

をしていって下さい。 

・今後の新校舎竣工によって設備面

の一層の改善が進むと考えられるた

め，来年度以降もよりよい評価にな

ることが期待される。 

・おおむね目標は達成できていると

思います。「施設・設備」を改善する

ことは、予算制限がある中、学校単

独での取組みが難しいと推察しま

す。必要なところから進めてほしい

です。 

本館新設工事は無事故無災害で完工

できるように努めてください。 

学校給食に関し

て の 肯 定 意 見

85％以上 

Ａ Ａ 

・アンケート結果を踏まえて給食業

者とも協議し、少しでも満足のいく

給食の提供をお願いします。 

・(エアコン導入)・快適な環境の中

食事ができることはよかったです。 

・今までの経験から生徒の希望する

ものを多く提供してください。栄養

面・費用の問題もありましょうが。 

・全国的にもユニークな伝統であり

家庭からの期待も大きいと思われる

ため，これまで通り前向きに取り組

んでいただくことを期待する。 

・今はメニューも豊富で何も問題な

く、改善点は皆無に等しい。 

物価高で給食業者も大変だと思いま

すが、量を減らすより給食費を上げ

ていったほうが良いと思います。 

夏季休暇取得

100％ 

時間外勤務前年

度比 90％の実現 

服務事故０件 

Ｂ Ｂ 

・教職員の労働災害が 3 件について

は、再発防止のためにも全教職員で

情報を共有してください。 

・教職員の自己研修の時間が取れる

ようにお願いします。教職員の労災

発生は残念でした。再発防止に取り

組んでください。 

・引き続き先生方にとって働きやす

い環境を維持していただきたい。 

・学校をあげて働き方改革に取り組

んでいただきたい。熱中症に注意す

る時期でもありますので、先生方の

心身の健康管理も大切にしてくださ

い。 



様式第５号 

ク 
生徒の意欲を引き出す

指導方法の確立 

授業公開での教

職員相互授業参

観２回以上 

生徒授業アンケ

ート２回以上 

ＩＣＴ機器を活

用して教育活動

を展開する教職

員 100％ 

Ｂ Ｂ 

・活発な相互授業参観を進めてくだ

さい。また、２回実施した授業アン

ケートのデータを有効活用してくだ

さい。 

・教職員の新知識・新技術の獲得の

ためにも、企業研修・他校参観など

実施できればと思います。 

・引き続き授業研究を推進していた

だき，生徒の主体的な学びを支援し

ていただきたい。 

・相互授業参観は教員間の連携強化、

若手教員の育成の観点からも効果が

期待できます。 

今やＩＣＴ機器の活用、オンライン

での情報共有は当たり前の時代にな

っている。是非ともＩＣＴ化を進め

ていただきたい。 

 


